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これまでキャロット、カラム、ヘイロー、ジェリーフィッシュといったさまざまな発光形態をもつスプライト

現象が観測されている。これらの発光現象はすべて、雷放電をトリガーとして発生していることは事実である。し

かし、スプライトの発生条件やその発光形態を決定するパラメータが何であるかはほとんど解明されていない。そ

こで我々は、スプライト準定常電場（QE）モデルを用いて、雷放電に伴う上空での絶縁破壊の進行の有無を決定す

るパラメータを調べた。ここでの絶縁破壊の定義は、ある高度領域における電場の絶対値が”絶縁破壊電場”と呼

ばれる発火放電に必要な電場を超え、電子密度が急激に増大する電子なだれが進行することである。我々は、モデ

ルパラメータである、１）放電電荷量、２）雷雲内電荷の電荷分離時間スケール、３）その空間スケール、４）雷

放電時間スケール、５）電離層境界の高度、を変化させ、雷放電に伴う電場の発達の違いを観察した。その結果、

中間圏高度における絶縁破壊の発生条件は、雷放電の電荷モーメント（パラメータ１）とピーク電流値（パラメー

タ１と４）に大きく依存することがわかった。さらに、電荷モーメントとピーク電流値のみを変化させ、どのよう

な条件下で、どのタイプのスプライトが発生するかを推定した。その結果、三つのタイプのスプライト（ヘイロー、

キャロット、ジェリーフィッシュ）はすべて、これらのパラメータに対して異なる依存性を持つことが明らかとなっ

た。本発表では、さらに中間圏の電子密度やイオン密度などの分布の違いに対して、スプライトの発生条件がどの

ような依存性を持つかについても議論する。 


